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（論文内容の要旨） 
 
＜背景＞ 
 Music is the shorthand of emotion．これは小説家レフ・トルストイの言葉である。彼の言葉にもあ
るように、音楽と感情は表裏一体である。また、ホメロスの「オデュッセイア」に登場するオデュッセ
ウスは、自分以外の船員には蝋で耳栓をさせ、自身をマストに縛り付けてでもセイレーンの歌を聴いた。
セイレーンの歌声は、航行中の人を惑わす力を持ち、歌声に魅了された船員たちは遭難、難破してしま
うにも関わらず、なぜオデュッセウスは歌声を聴こうとしたのだろうか。それは、危険を孕みつつもそ
の歌声は美しい響きを持っていたからではないだろうか。 
 心理学的研究において、通常音楽に関する情動は、二種類あると考えられている。音楽が一般に聴衆
に与える印象（例えば、「これは悲しい音楽
．．．．．
だ」等）と、音楽によって聴き手が実際に体験する情動であ
る（例えば、「この音楽を聴いたら、幸せな気持ちになった
．．．．．．．．．．
」等）。この印象と体験情動は、必ずしも一
致するものではない（谷口、1995; Gabrielsson, 2002）。例えば、一般に悲しい印象を与えるような音
楽を聴いても、聴き手は必ずしも悲しみの情動を体験せず、場合によっては心地良さを体験しているか
もしれない。 
 本論では、印象と体験情動について、音楽構造、音楽経験、個別の感情の種類の視点から研究を行っ
た。つまり、どのような音楽構造や感情において、印象と体験情動が異なり、また音楽経験の有無がこ
れらにどう関係しているのかについて、二つの実験を通して心理生理学的な検討を試みた。 
 
＜どういった音楽構造において印象と体験情動は異なるのか＞ 
 一つ目の心理実験では、印象と体験情動の関係がどのような音楽構造によって異なるのか、また聴き
手の音楽経験の有無が関係しているのかを明らかにするため、印象と体験情動を明確に区別して回答を
求める心理評定に基づき検討を行った。実験に参加した24名は、様々な音楽構造を含む21の音楽刺激（上
行／下行する旋律、短２度／増４度の音程など）を聴取し、印象と体験情動について、それぞれ快－不
快、覚醒－沈静の両軸についてその強度を回答した。 
 得られた結果より、一般に印象と体験情動は、快－不快、覚醒－沈静の両次元において、ともに必ず
しも一致しないことが明らかとなった。また、音楽経験が高いグループは特に不協和音、短調の音楽に
おいて、これらの印象としては音楽経験が低いグループと同様に不快であると判断していたのに対し、
    
 
彼ら自身はほぼ不快でない、それどころか快であると感じていることが示された。音楽経験が高いグル
ープは、低いグループに比べて不協和音や短調に晒される機会が必然的に多い可能性を考えると、一般
に不快とされる音楽に対してもそれほど不快と感じず、場合によっては快と感じるようになったのでは
ないかと推測された。 
 
＜どういった感情形容詞において印象と体験情動は異なるのか＞ 
 二つ目の生理心理実験では、実験１で印象と体験情動が異なることが示された音楽構造の一つである
短調という調性に注目し、印象と体験情動が異なるのは具体的にどのような種類の感情であるのか検討
することを目的としていた。また音楽を聴いている際の生理指標の計測も実施することで包括的な検討
を行った。 
 実験１と一致して、短調曲で二種類の感情が異なったが、音楽経験の効果が見られなかった。これは、
音楽経験の少ない群でも楽曲の形を取ったことでより明確に回答が可能となったためと考えられる。短
調曲において印象と体験情動が異なる感情形容詞は、不快なものと快のものの両方を含んでいた。不快
な性質を持つ感情については印象がより強く判断され、快の性質を持つ感情については聴き手自身が体
験している情動の方がより強いと判断された。また、音楽家グループは、印象評定課題で短調曲を聴取
している時の方が、体験情動評定課題で短調曲を聴取している時の方よりも心拍数の増加が認められた
ことから、音楽家は短調曲の印象判断にあたり分析的な聴取を行っており、情報探索の負荷が増大した
結果ではないかと推察される。加えて、音楽家グループでは、長調曲を聴取している時の方が短調曲を
聴取している時よりも、安静時からの呼吸数増加が低かったことから、音楽家は長調曲に対して馴化し
ている可能性も示唆された。 
 
＜結論＞ 
 本論で報告した研究では、音楽が一般に聴衆に与える印象と聴き手に実際に喚起された情動が短調、
不協和音において必ずしも一致しないことを示した。加えて、一般的に「悲しい」、「哀愁をおびた」な
ど不快な印象が過剰に抱かれる悲しい曲（短調曲）を聴いても、実際に聴き手自身にはこのような不快
な感情が印象ほど強く生じておらず、「満ち足りた」、「くつろいだ」など快の情動をも体験し、両価的な
情動状態にあったことが明らかとなった。私たちが悲しい音楽を聴くときには心地よさも同時に体験し
ており、このことが普段そのような曲を好んで聴くことの背景にとなっているのであろう。 
 
（博士論文審査結果の要旨） 
 
 川上は博士課程において、音楽を聞く事によって感じられる、二種類の情動、つまり印象情動と体験
情動を区別する実験をデザインし、その違いをデータ分析により科学的に実証し、これをまとめ博士論
文として提出した。 
 審査においては先端芸術表現科教授、田甫律子、伊藤俊治、先端芸術表現科准教授、古川聖に外部副
査として東京大学教授の岡ノ谷一夫が加わった。主査は古川聖が担当した。 
 近年、長らくその扱いにくさのため、科学者から敬遠されていた、「情動」の研究が広く行なわれ、脳
科学などの領域での計測技術の進歩もあり多くの結果を生みされている。しかし、情動の研究は全体と
してはまだ途についたばかりである。また我々が日常のなかで感じる「悲しい」、「嬉しい」などの一般
的な情動と音楽や絵画を見た時の情動が同じレベルで比較可能なものではないことは明白であるが、そ
の両者の違いは現在のところ明確に研究されていない。その意味で音楽情動の研究は心理学およびに音
楽学の研究のフロンティアであると言える。 
 川上は鑑賞時の情動を巧妙な実験をデザインすることで、印象情動と呼ぶ、その曲自身が表現する感
    
 
情、つまりある程度、鑑賞者から独立した感情、曲想のようなものと、体験情動、つまりその曲を聞い
たときに鑑賞者の中に起こってくる感情を区別した。また、そこに曲の構造（短調、長調、音程）や音
楽経験（音楽の学習は脳の構造の変化も引き起こす事が知られている）の変数を組み合わせ、より詳細
にその印象情動／体験情動の特徴を抽出した。芸術の重要な内実は感情、情動であり、川上の研究はそ
こで使われるこれらの概念に重要な考察を加えたことになり、芸術解釈学、音楽解釈学にも大きく寄与
するものと言える。 
 川上はこれらの研究を順次、国内学会、国際学会に提出、論文誌に投稿し、査読者とのやり取りのな
かで、研究を精緻化し、場合によっては再実験を行ない補強した。査読付き論文は受理、学会誌に掲載
された。また川上は東京芸術大学と理化学研究所との連携協定に基づき、研究拠点を理化学研究所内の
岡ノ谷情動情報プロジェクト内の音楽サブグループ（古川聖がサブリーダー）に置き、そのプロジェク
トからの人的、資金的援助を受けることで、質の高い研究を成し遂げる事ができた。とりわけ審査委員
会のメンバーで副査でもある、東京大学の岡ノ谷一夫教授の指導を継続的に受けることで研究を国際的
なレベルにまで押し上げる事ができた。 
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